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[在職当時]

活溌溌地の30年
所長青山禎夫

水産増殖センター満30歳。ほぼ30年間を一区切りとした年齢層を一世代と

いう (広辞苑)が、実感としても、そう思う【設立時(昭和43年)の重点課

題の一つであったホタテガイについてみても、「つくれば売れる」時代に始

まり、 「販路の拡大」、そして、「大衆化と低価格化」時代へと増養殖産業の

通過路を歩んできたc

しかし、我々には現状に止まることは許されず更に前進をしなければなら

ない。増養殖産業が一層の安定的発展と拡大を遂げるためには、天然資源を

対象とする生産量が安定すること、増養殖技術が進展していくための研究開

発を怠らないこと、そして、養殖魚に対する消費者の理解を深める説得力の

ある運動を続けていくこと等が必要な条件と思うご

30周年記念号の発行にあた り、歴代の所長の皆さんから貴重なご寄稿をい

ただきましたことに感謝申しあげます3

折角の原稿依頼ですが、体調

が悪く原稿書けそうにありませ

ん。皆様の御健康とセンターの

昭和43--52年度所長

津幡文隆 氏

同氏の著書 「陸奥湾ホタテガイ漁業研究史」

(1982)の中の一文を引用させていただき、お礼と

ともに今後のご健勝を心から祈念申しあげ、ます。

益々のご発展をお祈り致しますこ 「し、ずれにせよ陸奥湾のホタテガイ漁業発展に

は、官民一致した協力体制が必要で、将来このよ

うな体制がとられ、衆知を集めて、天然、採苗、漁

場行使が適正に実行に移されれば、先人の築き上

げた青森県のホタテガイ漁業は、この新しい日本

の時代の動きに伴って、正に画期的な大飛躍を果

たし、 輝かしい時代が実現するものと碓'信する次

第であるε」

(津幡 文隆氏からの葉書)

初代所長津|幡文隆氏には30周年記念号へのご寄

稿をおjqJi~、放しましたが、 ご高齢のためご辞退さ

れましたこ/]<産増殖センターの設立から昭和52年

度までの10年間にわたって所長を務められ、数多

くの業績と後継研究者の育成に尽力されたことに

深く感謝致します。

一つの回想

水産増殖セ ンターが発足して

から、もう30年になると聞き驚

いています。私がセンターに奉職したのは、昭43

昭和53--59年度所長

伊藤 進 氏

年から60年迄の17年間で、 l度も転勤がなく、 純

粋培養状態でした2 それにも拘らず、私はニワト

リの生れ代りか、ミョウガの食べ過ぎか、老人ぼ

，ー、

，圃・、
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青森県水産増殖センターだよ り第83号

けが始まったのかは分りませんが、当時の記憶は

忘却の彼方に霞んで了い、今は只キノコや山菜採

りなど、趣味三昧の生活を送っています。

今度、青山所長さんからのメッセージと、セン

ターだよりの最新号をお送り戴き、やっと当時の

思い出が幾らかよみがえって来ましたc

センターだよりに就てですが、これは私が所長

に就任した翌年(昭54年)の創刊だったと思いま

す。当時既に漁政課から水産だよりが発行されて

おりましたので、センターからもこれに似た速報

誌を出 してみたいと考えたのが動機だったと思い

ます。

皆で編集方針を話し合った結果、(1)漁業者や

同5t同5t民5D民岳民5Dc<;T民5t民;)D民5D民5Tc<;T民5t民5t 3 

関係機関を対象にして、センターの業務内容や結

果を 2ヶ月 に l回程の割合で速報する。(2)担当

職員の顔写真付きで、本人の生の声で書き、 読み

易く親しみ易いものにする、と言う事に しました。

なお私と しては、所員それぞれが折に触れて担当

業務を見直し、 自分探しの一助にしてく れる事を、

またこれを通じてセ ンターが活性化する事を則枯

していました。

そのセンターだより が、皆さんのご努力により

19年間連綿と発行し続けられ、今回は第83弓-に達

すると聞き、本当に嬉しく 存じます。センターと

センターだよりの、更なるご発展を心から期待し

ております。

J 昭和60-61年度所長

センタ一新築のアドバルーンをあげて

私が当所に在職したのは、昭

和60・61年度の短い期間であっ

た。当時の施設は、昭和41・42年度の 2ヶ年にわ

たり建設されたもので、すでに20年を経過してい

た。したがって、海水の取水能力不足、給水管の

漏水、屋外水糟の亀裂等随所に老朽化が目立って

いたc

この頃取り組んでいた主なる課題は、ホタテガ

イへい死原因の解明、アカガイ種苗生産技術開発、

トゲクリガニ増養殖技術開発、そして、マダラの

初期飼料開発研究等であった。

一方他県では、バイオテクノ ロジーの導入によ

るヒラメ、サクラマス、アユ、アワビ等の三倍体

作出研究が競って行われていた。そして、バイオ

テクノロジーの導入は、今後の水産増養殖技術開

発にあたっての重要な手法となるであろうと云わ

れていた。このような試験研究情勢のもとにあっ

て、既設の施設では適切に対応し得ないことを憂

慮、していた。特にバイオテクノロジーを導入する

としてもそのための施設、機器等は皆無であった。

そこで、今後の新たな課題等にも対応し得るよ

うに、この際当センターを全面新築し、施設整備

を図る必要があると痛感した。この頃、北海道に

おいて釧路水産試験場加工分庁舎が32億円程で新

築されたと聞いていたので、 当所も新築にあたっ

武 尾 善 蔵 氏

ては、せめてこの程度の予算規模までは可能だろ

うと考えた。勿論、県の財政事情笥ーもあり、そう

簡単には認めてもらえないだろうとは思ってい

た。しかし、私の退職(平成元年3月)までに残

された期間は、昭和61・2・3年度の 3ヶ年しか

なかったので、是非とも在職中に新築の目途をつ

けて去りたいと願望していたc

たしか昭和60年の夏頃だったと思うが、県会議

員が当所を視察された際に、新築の必要性を訴え

協力を要請したと記憶している。このことが初め

て対外的に新築のアドバルーンを掲げた時であっ

たと思う。その後、 早速所内の各部に各々の新築

へ向けての具体的な素案づく リに着手してもらっ

た。職員には、ブロッ ク会議等で他県に出張する

場合などあらゆる機会を利用し、先進県の施設の

整備状況等を調査してもらった。各部毎に、ま

た全体的に幾度 となく 協議、検討を重ね62年度

末にようやく一応のたたき台をまとめ、これを水

産部で組織している技術会議に持ち込むことが出

来た。そして、私は4月の定期異動により当所を

去った。

その後は後任の所長さんや水産部長さ んのご

努力によ って、平成元年度予算で正式に新築実

現に向けてスター 卜する ことにな ったと聞いた

ときは本当に嬉 しかった ことを今でも鮮明に党
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えている。 二分に活用され、水産業界発展に貢献する試験研

なんとか在職中に目途をつけることが出来、平 究を推進されるよう期待しております。

成 5年度から椋働を開始したこの立派な施設を十

[在職当時]

水産増殖センタ一発足30周年

おめでとうござし、ます2

さて、私がセンターに在職し

た昭和62年度は、青森県栽培漁業協会の設立、県

の魚にひらめが指定されるなどひらめ栽培漁業の

節目の年でしたc

今、当時を振りかえってみると、自分は、何を

していたのだろうと思うと反省と恐縮の二語が頭

の中をよぎります=

昭和62年度所長

秋山俊孝 氏

最近、テレビ等でひらめの稚魚、の放流のニュー

スが流れるたびにひらめの水揚量日本ーを恢復と

のコメントがつくのを見ると、在職当時、ひらめ

の種苗生産試験に懸命に取り組んでいた田村魚類

部長をリーダーとする方々の顔が昨日のように憶

い出されますご万感をこめてご苦労様でしたと申

し上げます乞

最後になりましたがセンタ ーの職員の皆様と漁

業者の皆様の疏々のご発展と ご健勝を祈ります。

昭和63年度所長

増殖センタ一時代の思い出

増殖センタ ー勤務を最後に県

職員を卒業して早くも 一昔にな

んなんとし、記憶も鮮明さを欠きつつある昨今で

す。センターが県全域の海面増養殖の調査研究を

所管する こととなった昭和44年に県水試から転入

し、|昭和58年に再び県水試に移るまでの14年間が

センタ一時代ということになりますご昭和45年か

ら栽培漁業開発調査が始まり担当することになり

ました。これまでセンターでは貝類、海藻類が増

養殖研究の対象となっていましたが、魚類、甲殻

頒を扱うことになり当然種百生産研究が重要な課

題となりますc 経験は皆無、暗中模索のスタート

です。貝類の種苗量産を目的に造られたセンタ ー

の施設は魚相手ではなにかと使い勝手が悪く、ま

た既存試験研究の中に割り込むため、仔稚魚、飼育

や餌料培養スペース、水槽の確保、憾過海水や調

温海水の不足なと問題だらけでした 3 これが魚類

の種苗生産研究に携わるきっかけとなリ、昭和47

年から52年まで国の指定調査研究としてヒラメ・

高橋邦夫 氏

カレイ類種苗生産試験を実施、さらに若手に引継

ぎ県単事業で数年継続されましたc この問、稚魚

飼育室や餌料培養室の改造、量産実験練の新築な

どかなり 整備できました。ついで忘れられないも

のに昭和54年に始まった別枠研究サケ海中飼育放

流試験があリますc 300万粒の発眼卵を北海道か

ら移入し、僻化飼育することになりましたが海が

相手のセンターには施設も水もなく、野辺地川内

水面漁協や個人の施設を借り上げ¥魚類部が総力

をあげて取り組みました。僻化槽、飼育j也、水の

不足と無いないずくし、結果としての病害発生、

厳寒期車通勤での飼育管理など大変厳しい仕事で

したがセンター前で海中飼育放流したものが親魚

で回帰したときの喜びは一入のものがありま し

た。加工研、内水試を経て昭和時代最後の63年に

2度めのセンタ一勤務になりました。長年の懸案

であったセンター施設整備事業の機は熟し本事業

が認められ、整備事業がスタートしたのが最後の

ご奉公でしたc

~ 

，園、
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水産増殖センタ一発足30周年

おめでとうございます。水産増

殖センターは発足して以来これまで、ホタテガイ

やヒラメの栽培漁業化、陸奥湾の環境監視など

数々の成果をあげてきました。これは在席された

多くの万々の多大な努力は勿論のこと、ニザ協力 ・

ご援助いただいた漁業関係者の皆様によるところ

も大きいものと思し、ます。

さて、倍近の世の関心事と して環境と健康問題

がクローズアップされてきましたc 地球の温暖化

や環境ホルモン ・健康食!日i等です。これらの解決

にあたっては鉱工業や農業あるいは医療等といっ

た単一の分野では対応できなくなっております。

しかもこれらは地域 ・国を越えてグローパル化し

出~民争回~民~民;;p民:JÞ区宇民~t$回争時JÞ出争回~ 5 

平成元-2年度所長

関野哲雄氏

てきました。こうした中にあって、これまで‘水産

は自然環境の利用方法や健康食品としての安全性

等他産業にない優れたものがある と自負できま し

た。 しかし、環境ホルモン等の問題が提起される

ようになった今日、水産だけは無縁といっておれ

なくな りました。今後科学 ・技術が進みいろいろ

なことが解明されるに従いますますこのような相

互関係が表面化して くるものと思います。

このよう に考えてみると、今後の水産の試験 ・

研究に携わる皆さんは、水産の優れた特性を失う

ことなく時代の要求に応えるため、これまで以上

に他の科学分野を含めた幅広い知識 ・情報を得な

がら仕事に取組んでいく必要があると思います。

今後の皆様の一層のご健闘を期待しております。

引いに平成3?-'4年度所長

水産増殖センターへの二つの思い

何時も車で国道4号線の平内

町土屋の辺りを走ると、遥か左

手前方の海を隔てて水平の彼方に微かに白 く光る

建物が見えて来ます。

「ああ、茂捕の増殖センターだ。」

それはセンターに多少なりとも係わった者とし

て感じる懐かしさと何時も変わらぬ美しい作まい

を速く に見せている姿に安堵にも似た気持ちを感

じながら通リ抜けて行きます。

県職員として終始一貫「水産部」 で過ごして来

た私ですが、その問、平成 3年度から僅か2年間

茂浦のアネ コ坂を越えて通勤したのも今は楽しい

思い出であ ります。

短いセンタ一所長在任中で私の記憶に強く残っ

ている事は、当時22年を過ぎ老朽化著しかった初

代の庁舎に代わる現在のセンターの新築でありま

したc

時折OBとして、センターを訪ねて静かに白亜

の研究施設として威容を誇っている姿を見ると

村上圭郎氏

き、私は2代目センターの建築現場監督所長とし

て巡り 合わせた幸運を強 く感 じ、「造ったんだJ

と密かに自負しております。

次いで強く印象に残っているのは、陪奥湾のホ

タテガイ養殖の安定経営を図るための方策とし

て、 優良な形質を持つ養殖種苗を1<<[保する研究の

必要性を発想し、 平成4年度に「ホタテガイ優良

品種作出試験」として予算化できた事でした。

目的は、「長期的展望のもとに基礎的研究の充

実を図って、新たな知見を得つつ優良品種作出技

術を開発する。」と言うもので した。

それは世界のホタテガイを見聞して集め、高水

損に耐え病虫害やス トレスに強く、そして成長の

早い美味しい大型の員の形質を選抜育種して人工

採苗の技術を開発しようとするものでした。時の

北村知事の特段の理解で首尾よく予算化出来たこ

とは忘れ得ぬことの一つでありました。

当時の内なる識者連に畜産とは訳が違うと il朝笑

されましたが、 基礎的な生理生態の解明と知見の
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蓄積を図ってゆく ためにも避けて通れないテーマ

であり、未だにその必要性を頑なに思い込んでお

ります。

幸いにして若き前途ある研究者に研究テーマの

タイトルは変化して行っても、その灯は受け継が

れている様子に、一石を投じた者として心密かに

婚しさを感じてお リます。

このたび、青森県水産増殖セ

ンタ ーが昭和43年4月に関所し

てから、 30周年を迎えること になリましたが、か

つて、研究者の一人として、また、第8代の所長

として勤めた者として、 誇りに思うとともにお祝

い申し上げますc この機会に一文寄稿できること

を大変嬉しく思いますc

1 .新装なったセンターと所長室のこと

私は平成 5・6年度の 2か年問、村上所長の後

を継し、で在職しましたc 関野所長並びに村上所長

時代に、センターの全面改築が進められましたが、

plJ所長には大変ご苦労が多かったのではと思いま

す。ここに感謝と敬意を表します3 このようなわ

けで、私は、センターが立派に竣工し、新装なっ

た所に勤めることになりましたごこのことを光栄

に思っております《特に、 所長室の広いこと、机

や柿子その他的品等の立派さに驚き ました。木庁

での課長時代の雑肘ビルから重役の個室に入った

の感でしたc

2.所長時代の思い出等

所長正I~峨[I~の思い山深いことを 2 ・ 3 あげてみ

たいと思います。

先ず、平成 5年度には、センターの竣工式典、

海況白動観測装置新システムの設計、ブラジルか

らの川修生の受け入れ等がありましたごこの他こ

のイ|の11月に、 1有森県/J丈1主増殖セ ンター・ ホタテ

ガイ研究グループが 「ホタテガイ採苗 ・養殖技術

青森県水産増殖センターだより第83号

21世紀は食糧供給が世界規模の問題、になる時代

と云われてお り、それを担うのは我らが新進気鋭

の若い人たちであります。

気宇壮大な理想、を持って果敢にチャレンジして

はいかがですかc まず、出来ることから始めては

いかがですか3

Boys，Be ambitious! 

平成5-6年度所長

官 野 簿 記 氏

の開発」の功績により 、農業試験研究一世紀記念

会長賞を受賞 しました。これは永年のセンター職

員はじめ多くの関係者の努力の賜であり、ここに

あらためて関係者の皆様に感謝申 し上げます。平

成 6年度には、ブイロボの設置、試験船なつどま

りの代船の設計が印象に残っており ます。

この他平内町をはじめ林業試験場そして地元茂

捕の方々との交流を深められたことも心に残って

いますc 勿論その会場はヴエルサイユの巾庭と私

が勝手に名づけた中庭が多かったようでしたc

3.若い研究者(後輩)へのメッセージ

先ず、 研究対象を見つけることは難しいことで

すが、 フィ ール ド調査、漁業者等との対話、生物

等から見つけて欲しいっそして研究を深めるため

に生物との会話をして欲しい。

次に、 独創的な研究によ りプリンシプルを見つ

け出して欲しいc このため、よく見、よく聞き、

実証し、自 らの感性を磨いて欲しい。

そして、ホタテガイのへい死問題での思い出と

して、結局のと ころ、死んだ (Die)のかそれと

も殺した (&11)のかではないかと思われますc

4.終わリに、このたびの30周年を機に、 本

県漁業振興のため、青森県水産増殖センターの

皆様が、 一層研鎖を積まれ、研究の拠点として

世界への情報先進基地となることを期待してお り

ます。

-. 

，ー、
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青森県水産増殖センターだよ り第83号

水産増殖センタ一発足30周年

誠におめでとう ございます。

歴代の所長経験者としては、 最も若輩の身で菅

野所長とバトンタッチした平成 7年度から 2年在

職しております。初年度最大の仕事は、やはり試

験船なつどまりの代船建造ではなかったかと思い

ます。前年度の基本設計を受けて、石川島播磨重

工業(槻が工事を請負い起工式は、 8月 F旬横浜舟

艇工場内で取り行われておリます。工事の進捗は、

順調で翌年 2月上旬進水式とあわせて命名式がや

や風の強いなかで進められ、 3月8日当センター

前の桟橋に雄姿をみせた時には、さすが感慨無量

のものがありま した。この年、試験船の桟橋を船

舶の保全上、件l側に10メートル延長する工事が付

帯して行われておりますが、それまでけい船に何

かと気苦労があった船長にはいいプレゼントのよ

うでした。

一方、陸奥湾では、ヒ トデの大発生で地まきホ

タテガイが壊滅的な打ー撃を受け、特に横浜地先の

被害状況には声も出なし、程でしたc 当センターで

は行政サイドでの事業とタイアップして翌年度の

事業にヒトデ駆除に関する試験研究項目を設け

出~民争回~民三b出~出::;;þ出~民主b回::;;þ回争時~民~同::;;þ 7 

平成7-8年度所長

福 士 正 道 氏

平成 8年度は、平内町漁協が地元役場と 一体

とな って良質大型貝ホタテガイ生産への取リ組み

をした年でもありました。また、この年は 「聞か

れた試験研究機関Jを楳模して水産部所属の試

験研究機関公開デーがスター卜しております。期

間は、 「海の日」が新たに祝祭日となったことも

あって当センターを会場に7月四日から20日の 2

日間それぞれの試験研究機関のセールスポイント

を前面に出して来場者に PRしております。

ところで、水産増殖センターは木県の栽陪漁業

を推進する拠点となる試験研究機関として、 クロ

ソイ、マダラ、マコガレイ等本県の沿岸漁業の重

要資源の種苗生産技術開発に取り組み量産技術

開発の段階にきているか、種もあリますので、近い

将来、ひらめに次ぐ栽培漁業の対象種として登場

してく ることを切に期待してお ります。また、 |注

奥湾のホタテガイは、 本県の栽培漁業の原点で、も

ありますので足場はしっかりと陸奥湾にシフト

し安定生産に向けて きめ細かい気配りが必要か

と思います。

戸、 ましたが、この l件で改めてホタテガイ増養殖

業界では、 r21世紀は漁村の時代Jと大きな

キャッチフーズを掲げておりますのでその一翼を

担ってますますのご発展を祈念申し上げる次第

漁場は、恒常的にヒトデ駆除の必要性がある と痛 です。

感いたしました。

Sや、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、t

: 水産増殖セン夕一カが〈受けた主な賞 j 
:肌、H昭否手和ロ47年 2月 青森県知事表 彰 ， 

昭和48年12月

昭和55年9月

平成 5年11月

第 26 回東臭賞

青森県知 事 表彰

農業試験研究一世紀記念会会長賞

t久、、、、、、、、、、、、、、、、、、 4、A、
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。環境条件に関すること

海洋観測、浅海定線調査等関連調査(昭和43年度"')
陸奥湾海況自動観測(昭和49年度"')
員毒関連調査(昭和53年度"')
陸奥湾漁場保全対策基礎調査(昭和54年度"')
漁場保全対策推進事業(平成8年度"')

。ホタテガイに関すること

ホタテガイ種苗生産 (昭和43年度"')
ホタテガイ保護水面管理事業(昭和43年度"')
ホタテガイ実態調査(昭和48年度"')
ホタテガイ異常へい死対策試験(昭和51"'53年度)

貝類養殖漁場適正利用技術開発研究、適正収容力に関する研究(昭和51'"元年度)

外海ホタテガイ漁場開発試験(昭和53"'57年度)

ホタテガイ養殖漁場の合理的管理及び養殖管理工程の改善に関する研究 (平成 2"'7年度)

ホタテガイ優良品種作出試験、高品質ホタテガイの安定生産技術開発研究 (平成4年度"')

ホタテガイ貝殻散布による地まき漁場底質改良調査 (平成4"'6年度)

ホタテガイ種苗の種苗性評価及び改善に関する研究 (平成 8年度"')

ホタテガイ増殖漁場評価試験(平成 9年度"')

。貝類(ホタテガイ以外)に関すること

アカガイ天然採苗試験(昭和43年度"')
アカガイ保護水面管理事業(昭和43年度"')
アワビ種苗生産、アワビ種苗量産技術開発事業(昭和43"'55年度)

アカガイ種苗生産、産業確立試験(昭和43"'58年度)

ホッキガイ増殖試験、地域特産種増殖技術開発事業 (昭和43'"9年度)

磯根資源調査(昭和45年度"')
サザエ増殖試験、重要貝類増殖試験(昭和54年度"')
放流漁場高度利用技術開発事業、放流技術開発事業(アワビ)(昭和60年度"')

特定研究開発促進事業(アワビ再生産機構の解明、初期生態解明)(平成3年度"')

カキ類増殖技術開発試験(平成 9年度"')

。魚類に関すること

ヒラメ ・カレイ類種苗生産試験、 ヒラメ種苗量産技術開発事業(昭和46"'61年度)

太平洋北区栽培漁業漁場資源調査(ヒラメ ・カレイ類資源生態調査)(昭和47"'49年度)

サケ海中飼育放流試験、サケ ・マス増殖振興事業調査 (昭和53"'61年度)

マダラ増殖試験、特定海域新魚種量産技術開発事業 (昭和54年度"')
クロソイ増殖試験、放流技術開発事業(昭和63年度"')

ヒラメ育成用餌料開発試験(平成 6'" 10年度)

沿岸性異体類栽培漁業化促進技術開発試験(平成8年度"')

。海藻に関すること

コンブ、ワカメ、ノリ養殖試験(昭和43"'51年度)

優良海藻作出研究、優良海藻種苗開発試験(昭和61'"8年度)

エゴノリ養殖実証試験、養殖管理技術開発事業(平成 2'" 10年度)

磯焼け漁場緊急調査事業、磯焼け対策総合調査(平成 3"'6年度)

日本海藻場造成技術開発試験(平成 6"'9年度)

コンブ発生量の変動要因解明研究(平成 7年度"')

パイテク種苗作出技術開発試験(平成 9年度"')

海藻資源モニタリング調査 (平成 9年度"')

。その他の生物等に関すること
ウニ類増殖試験、ウニ栽培漁業化試験 (昭和46'"3年度)

マナマコ増殖試験、ナマコ放流技術開発試験(昭和49'"7年度)

資源管理型漁業推進総合対築事業(平成 3年度"')

とリまとめ :次長 植木龍夫


